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農 家 便 り 100号 に よせ て
]955年 】2月に､この小冊子 を創刊 して以来,一回の休 み もな く､8年余の年月をかさねて､ここに )00号 か迎へ ることがで

きま した｡

その制､ われ われ関係者は､誌上 を通 じて､専 ら衣 食住 の改善 に､また農業技術 の啓格 に尽力 Lて きま した｡

省み ます と､この 8年の間に､魁精工瀬の新設 と増設 があ りま した し｡ またパ イン栽培両横の増加 と､これに伴 う加 ]二湖の増設 もあ

って､今年の缶詰量 は 100万ケースt:近づ いています∩

黙 ろに､貿 易 自由化の波や､余剰農産物の抽入によって､或 いは電 力の普及や物価高によろ消平面の追打 ちを通 L:て､農民の生活は,

大将 にゆ きぶ られています｡

呼応せねば な らない､農業上の改革 は､必ず しもこれ らに歩調 を合せて居 らないが､だからと申 して､大平の事 をつで りていろので

は.あ りませ ん｡

例 へは､研究機関の面では､農拭湖 の規模の.拡大 とか､珠大農抗の新設がなされ､また政府 によって農業セ ンターの計画 もすすめ ら

れています｡

地戒 によっては､農地の拡張 や農道の開 さくがあ り､ポー リングtニよろ農地光 がいもすすめ られています｡

それL:畜産 では､鶏や豚 や牛の徒 長品種 が等入 されて併有規模 も､ しだいに大 きくなっていますO全島緑化連山は林業改書に拍 車を

かりています｡

近 くは､農業基本rE.LJ感謝査全の隷書 もあって､農業憲法 とも申すべ き農業基 本法の実現を見ろの も､近 いことで L⊥う｡ これを政府

が､強 力に推進 すれば､適 正規模の点r*'が育成 され ろのは勿論､他産業 と収入の格差 が少 な くな り､鼻音の社会的位Lの安定 t,保証 さ

れ ろことで しょう｡

か くて農業者の前進の足 おとが きこえて くろよ うです｡

わが ｢琉 大農家便 り｣ は､従来 も､多方融の取材 を忘 れていませんが､今後 は一層rf.･眼 をひ L,いて､前進 をっすりろ農村生泊や農業

改FJ-Tの指針 となるか くこて居ます.各方面の一層の御援 助 をお早 いいた します｡ (関 係 者 - 同)

普 及 事 業 の あ し あ と
本学部 の普及事業は1955年10月に創設 され､ここで 8年半の才 月 を迎 えたことにな ります｡ それは琉球大学の建学の裡念 に基づ き､ 学内

における応 刷 pr能 な農畜林業及 び家政 の分野の科学的研究の成果 を全瑞 の人々に広 く普及す るとい う一つの校外赦青 であ ります∩

近 くは都市近郊 の農村 か ら遠 くは宮古､八重山の僻地 まで農村開発の トレー ドマー クの下 に普及活軌 ま捕剰 二展粥 されて きま した｡ そV)臥

掛 二度村 人 を して析 しい技術 を体得せ しめ.また自主的農民 を育成す るため(二凡ゆ ろ郊架的 な普及方法が用い られて きま した｡即 ち展示会､ホ

習合､映写 会､普及冊子､折恥､ラジオ､テ レビなど｡

この度 ,長音便 り第 100号 を記念 して本学部普及活動 の過去 と現在 を記録写共で紹介す 与と共 t:､本誌の愛読者の便宜 を図 って *ll刊号以来の

タイ トル目線 を作 ろことに しました｡ (舌 ≠ ZH 幸)

rミシガン州立大学派iI作間団員のパーナー ド D.ターン氏は琉大普及事業I臓 ℡生活改書乎及活軸の書分け 台所をあずかる主廿のための料理ホ習合が音政学科

の尽力者であろ 写Jtは学部の乳牛拭験室を見ろ同氏 (中)1956年3月 JPE月L:よって朋南小学校で開かれた 1956*2月
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農村の主材が舟も関心をもつミソ作 りれ習合が抑めて1956年 3月､大里村役所で 廿お互いの問題を持寄 り ひざをまL'えて朗 兵舎 みんなに都合のいLl確聞を利用
行なわれた 詐師は宮里興信助教授 して開かれた 1956年 3月宮古城辺′ト校で ほろ人は由袋俊一教授



甘細 l:隅かLf=病血書展示会 熱心(=島袋救嬢の説明をメモすろ歩親書たち 乎 甘国糾 す辺土名で催 された展示会の被服展示室の一部 子供連れの主材 も入替 り立

通この械/jJ&J7確 か5枚重 も各地で軌 すられた 1956年 3月 平良市北小雌で 替 り大いt=脇 わった 1956年 8月
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甘1957年21]久米島の具志川 仲里の両村で病青虫 Jt産加工 生活改書の群習合 甘木学部が主催 して病害虫共同防除対策肘醤全が学内で開かれた 奉加劃 上関係官

が叩かれた 写Jtは病害虫展示室で'高良鉄夫赦技の.説明t=W入ろ歩扱者たち 庁及び民間EZl体の代表に学部の職員 1957年10月

川 音映bJJは弄れた視聴*教材で普及浦山l二は欠かせぬもので3'ろ 写共はスクリ 甘琉球の&事林業及び音政の操典帯肘論全が大学祭の妃念行事の一つとして催 され

-ンのnTrで日が暮れろのを待つ八韮山移民地の子供達 1900年8月 た 参加者は関係官庁及民間同体の代表連に学部全職員 19W年11月



甘草部のtFlは問JEを求めてA村めぐりもすろが､その都度現鵜指g t,行 う 写暮 廿大学の鼓膜鳩で得 られた応用可能fJ:拭廉結果は早速地方に流 される 写Jtは析 L

lは 仰暮私輔を肪ねろ松田祐一肋赦授 (左)右IiR.F.カールソン教授 (ミシ いエサ サイレージの作 り方の耕習合 1960年 8月 下地町で ホ師は宮城常夫
ガン州立大学)1956年

甘地rJA民は絶 えで書開音の門戸を叩 く串を忘れない 写 Jtは遥々上本部材の暮

豚音(中)が学部を肪ね 自首魁のサ イレー iZについて 見 て井 うところ 左は也

暮信古書師 右は宮城有美助枚授

肋救助

廿大学軌 よ市民と大学のつなが りを盛上 げろ機会であろ その中で書及事業は展示

と相談室を言文Ll軟膏活動を行 う 写井 はおすなおすfJ:の乎及展示室 1962年12月

℡ラジオはJtも効果的なマスコミ赦材であろ 学部では放送全社と協力 して普及二 廿明Elの沖沌農業者育成のために学部の普及事業はFFOクラブL=対 し大 きな関心

1-スをA村に送 ります 写Jtは放送記者のインタービ.1-をうけて録音すろ古 を抱 いていろ 写井はFFO大全の耕転競技の審査員として活用する兵籍己Zt師
■暮及係 1961年 3月 北農で

ほ 活改書暮及晴山の一gtとして郡市珠米文化会舟では音政学科の8負t:より毎月 ℡今Elの本学の普及事集の主 なものの一つは書及月のPl*である 写Jtは熱心に耕

定期的*習合が粥かれろ 写Jtは翁長君代枚軌 二よるHt習会見形 1963年 西忠茂教授の耕淡 をうりろ農薬改良普及月たち 1962年8月 名書農拭で



廿与那演習林 (国頭柑在)の管理室 職員や学生の研究のための宿泊設備もこの中 廿演習林は琉球林業の基礎的研究のみTJLらil緑化連山推進のための研究 も行なわれ
にある る 写Jtはリユウキユウマツの造林武験地の一部

廿竹林の肥料木混靖テス ト これは根 りゅう菌 L:よる土壌改善がねらいである 肥 廿リ1ウキュウマツ苗木の庇陰テス ト これは苗畑の苗の密度と日光との関係のテ

料木としてはタイワン/､ン/キ ソウシlジュ モクマオウ アカシャモリシマな ス トである 研究にたすきわっていろのはLLl盛直詐師

どを性ってあろ

年度別普及活動状況 (1956-1963年)
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